
新しいブルーベリーの
愛称を募集します！

問い合わせ先
公益財団法人東京都農林水産振興財団
農林総合研究センター研究企画室
Tel:042-528-5216

農総研HP→

【こうしてできた】

ブルーベリーにはハイブッシュ系とラビットアイ系の２種類があり、

都内では、温暖地でも栽培しやすいラビットアイ系が主力品種になっています。

一方で、ハイブッシュ系は大粒で食味に優れますが、ラビットアイ系と比べて

暑さに弱いため、都内でより栽培しやすい品種が求められていました。

このような背景から、約20年間の試験研究の末、東京の暑い気候でも

栽培しやすく、さらに食味が良く、独自の特徴を持つ２つの品種が誕生しました。

新品種の詳しい特徴は裏面をご覧ください 裏面へ

ブルーベリーの栽培面積が全国一位の東京都で、
新しい品種を開発しました！
多くの方に親しみを感じてもらえる愛称を募集します！

←ＬｏＧｏフォームへは
こちらからアクセスできます

【愛称の募集について】
〇募集期間 令和７年９月26日（金）～10月25日（土）
〇応募方法 「ＬｏＧｏフォーム」 （下のＱＲコード）より応募可
〇応募できる方 どなたでも可
※各品種３点まで応募可能 https://logoform.jp/f/clksz

https://logoform.jp/f/clksz


●温暖地適応性があって栽培しやすく、豊産性

●中～小粒で甘味が強い

●観光農園の端境期（７月）に向く、房取り収穫ができる

●ハイブッシュとしては温暖地適応性がある

●大粒、極めて良食味

●観光農園の早生品種（６月）として適する

ブルーベリー新品種
「TB-02」「TB-04」について

大粒
とても美味しい

中～小粒
甘みが強い
房取りできる

TB-04

一粒ずつ摘み取り
収穫が大変

TB-02

従来品種のティフブルー
（ラビットアイ系） 中粒

美味しい
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